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麻生ラグビースクール　ｺｰﾁ・ｻﾎﾟｰﾄｺｰﾁ　入校案内　　　　　2017年6月改訂

１．名称 「麻生ラグビースクール」と称します。

２．目的 ラグビー・フットボールを通して、心身と共に健全な青少年を育成することを目的とします。

（集団生活の中で仲間との連帯感を育て、「次代を背負う若者作り」を目指します。）

３．活動 毎日曜日の練習、幹事会（適宜開催）、父母会（４月及び学年毎開催）、コーチ研修会等

　　　４月：始業式、総会、日大ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾀ、５月：ｷﾔﾉﾝｶｯﾌﾟ、日体大ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾀ

　　　６月：ﾘｺｰﾗｸﾞﾋﾞｰｶｯﾌﾟ参加（ﾘｺｰ砧ｸﾞﾗﾝﾄﾞ）

　　　７月：夏合宿（３年生以上が参加し菅平高原にて３泊４日で実施）

　９～11月：神奈川県ﾐﾆﾗｸﾞﾋﾞｰ・ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ大会参加（県内各ラグビー場他）

　　１２月：神奈川県ﾗｸﾞﾋﾞｰ･ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会主催運動会兼表彰式、父母親睦運動会兼ﾘｻｲｸﾙ

　　　１月：餅つき大会:黒川青少年センター（６年生父母手伝い）

　　　２月：川崎ＲＳ定期戦(等々力)、ﾐﾆﾌｧｲﾅﾙｶｯﾌﾟ６年生のみ

　　　３月：藤沢ＲＳ定期戦、卒業式:日大Ｇ（５年生父母手伝い）

４．入校資格 毎週日曜日の練習に参加でき、心身ともに健康であり、ラグビー指導に積極的に参加できること。

コーチソサエティへの入会により、麻生ラグビースクールのコーチ又はサポートコーチに就任できる。

新スタートコーチ講習会への参加：入校２年以内、ｽﾀｰﾄｺｰﾁは４年後ﾌﾞﾗｼｭｱｯﾌﾟ講習要

セーフティアシスタント講習会への参加：入校３年以内

ミニレフリーの資格取得：入校３年以内

５．練習日 毎週日曜日9時～11時　雨天中止　第2,4土曜日に基礎練習有り。第4土曜日早朝ｺｰﾁ練習有。

注）グランドの都合上練習時間・場所等の変更・中止等は学年別連絡網にて連絡します。

練習場所 主に日大稲城ｸﾞﾗﾝﾄﾞ、場合により商船三井ｸﾞﾗﾝﾄﾞ（中学はﾒｲﾝ：日体大健志台、ｻﾌﾞ：日大稲城G）

６．指導者 麻生ラグビースクール　専任コーチ（サポートコーチ含む）各学年６～１０名　計６３人

７．生徒数 中学29、6年16、5年15、4年20、3年20、2年15、1年12、幼稚園18　計145人(2017年6月27日)

８．運営費 (1)コーチソサエティ会費　６,０００円（６５歳以上はコーチ会費免除、学生は全て免除）

　 上記会費の内訳：JRFU登録料2,000円、ｽﾎﾟｰﾂ安全保険1,850円、コーチ会費2,150円

　 尚、途中退校される場合は、会費は返金しません。

 　中途入校のコーチ会費は、９月末まで全額、12月末まで半額、１月からは免除とする。

　 注）コーチ会費は規約における慶弔費や懇親会補助などに充当します。

(2)夏合宿費や６年ﾐﾆ合宿及び低学年ﾐﾆ合宿等は参加者のみ別途徴収します。

(3)コーチソサエティ会費等の支払いは下記の指定口座への振込とします。

　振込先：三菱UFJ銀行本店普通預金　口座番号１６１５３８９

　アサオラグビースクールコーチソサエティ　会計　熊谷　知

   注）振込用紙の通信欄にはコーチ名と名目(会費)を記載する。

９．服装 (1)ｺｰﾁ用ｼﾞｬｰｼﾞ、ﾊﾟﾝﾂ、ｿｯｸｽ、ﾋﾟｽﾃｨ等はｽｸｰﾙ指定の下記ｼﾝｺｰｽﾎﾟｰﾂより直接購入をお願いします。

　 http://shinko-sports.co.jp/57.html　又は麻生ＲＳのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾘﾝｸ可能です。

 　半袖ｼﾞｬｰｼﾞ：大人6,500円：S/M/L/LL/3L/4L/5L、ﾋﾟｽﾃｨ：長袖上下・半袖上下

　 ﾍｯﾄﾞｷｬｯﾌﾟ：2,800円、ﾊﾟﾝﾂ：2,800円、ｿｯｸｽ：1,200円17㎝からで詳細はＨＰを確認下さい。

   半袖ｼﾞｬｰｼﾞは背番号とｲﾆｼｬﾙ（T.KAGA）が表記されますので、背番号の確認をお願いします。

(2)スパイクシューズは金属タイプは不可です。通常練習時は怪我防止のため運動靴とします。

(3)コーチも希望者には歯のけが予防のためﾏｳｽｶﾞｰﾄﾞの作成を４月に行っています。

10．責任者 校長　三浦　幸宏　携帯：090-9802-2785　ﾒｰﾙ：yuki-yo-miura@kje.biglobe.ne.jp

11．ホームページ 麻生ＲＳのＨＰ　http://asaors.com/　入校申込書、健康調査書、入校のしおり入手可

12．校則･細則等 当ﾗｸﾞﾋﾞｰｽｸｰﾙ校則と細則及びｺｰﾁｿｻｴﾃｨ規約がありますので、充分ご理解の上、申し込んで下さい。

13．スポーツ 当スクールのコーチに対して(財)スポーツ安全協会神奈川県支部を通してスポーツ安全保険に

安全保険 団体加入しています。（注：期間は１年間で毎年４月更新、２月末まで加入申込可能）

別紙資料１ 新規入校者はスクール保険担当よりコーチ入校申込書にて入校許可があり次第、手続きします。

14．スクール コーチは総会・幹事会の決定により当スクールの運営（日大ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾀ・運動会兼ﾘｻｲｸﾙ・夏合宿

運営の協力 餅つき・卒業式）協力、ﾁｰﾌｺｰﾁの依頼により駐車誘導・低学年の遠征の付添等をお願いします。

親としてコーチ又はサポートコーチになる場合、子供が２年生までは同一学年が担当できます。

15．入校までの 1)入校又は見学希望者はチーフコーチよりこの入校案内と校則・細則及びｺｰﾁｿｻｴﾃｨ規約を受取り

手続き 　内容を良く読んでご理解ください。

2)その上で入校を希望される方はチーフコーチより以下の入校必要書類を受取る。

　①コーチ入校申込書又はサポートコーチ入校申込書、②コーチ入校のしおり、③コーチ資料集

　注）チーフコーチは入校生の連絡先等の必要事項を確認し、ｼﾞｬｰｼﾞの背番号を伝達する。

3)コーチ入校申込書をﾁｰﾌｺｰﾁに提出。

4)ﾁｰﾌｺｰﾁは校長へ提出、校長は入校許可の判断を行い、可否について入校者へ連絡する。

5)ジャージなどはチーフコーチに背番号(入校順)を確認の上、上記９にてｲﾝﾀｰﾈｯﾄにて申込む。

6)入校可の場合は保険担当にて保険加入手続きし、加賀幹事長にてJRFUへ登録する。

7)ｺｰﾁｿｻｴﾃｨ会費を指定銀行へ振込む。8(4)参照、ｼﾞｬｰｼﾞ等はｼﾝｺｰｽﾎﾟｰﾂからの振込先へ振込む。

16．個人情報 当スクールでの個人情報の取り扱いは別紙資料２により対応していますので、ご承諾願います。



別紙資料１

スポーツ安全保険について

麻生ラグビースクールでは、スクール生とコーチは(財)スポーツ安全協会神奈川県支部を通して

スポーツ安全保険に団体加入しています。（注：期間は１年間で毎年４月更新、２月末まで加入可）

保険料は、スクールの校費にて支払いをいたします。スクール生　AW区分　コーチ　C区分に加入。

ただし、新規入校生は加入依頼書を渡しますので、保護者自ら横浜銀行へ振込み手続きを行い、

加入依頼書をｺﾋﾟｰして保管、原本とｺﾋﾟｰ１枚を入校申込書と共にチーフコーチへ提出して下さい。

保険掛金AW：1,450円＋手数料315円はスクールとして後日、会計より支払い致します。

■保険の対象

保険の対象となる事故の範囲は、団体での活動中の事故及び団体が活動する場所への移動中の

事故となります。

傷害保険としての対象は、事故により死亡・後遺障害・入院・手術・通院に対して補償となります。

熱中症も対象となります。

また、他人にけがをさせたり、他人のものを壊したことにより、法律上の賠償責任を負うことに

よって被った損害が対象となります。

■保険申請の連絡方法

スクールでの活動中にけがをした場合は、下記の流れでご連絡をお願いいたします。

《活動中に気付いた時》　コーチ⇒チーフコーチ

《活動後に気付いた時》　保護者⇒チーフコーチ

ご連絡を頂きたい内容は以下となります。

・負傷者の氏名(フリガナ)、年齢・住所・電話番号、けがをさせた時は、加害者の氏名等も同様

・事故の日時・場所・状況　(けがをさせたときはその原因も)

・傷害の内容

・医療機関名・治療期間

上記内容を確認後、チーフコーチが事故通知ハガキにて保険会社へ通知します。

保険の手続きが完了後、保険金の請求に必要な書類が自宅に届きますので、スポーツ安全保険加入依頼書を

チーフコーチより入手し、必要事項をご記入の上、必要書類を揃えて保険会社へ請求することになります。

別紙のスポーツ安全保険のしおりの内容も事前にご確認願います。

以上



平成25年4月14日

麻生ラグビースクール　個人情報の取り扱いについて 別紙資料２

プライバシーポリシー・・・個人情報について

■個人情報の取扱について 

　・麻生ラグビースクールの運営において、選手のプライバシーを尊重し、個人情報を慎重に取り扱い、

　　プライバシーの保護に努めております。 

　・お預かりした個人情報は、その利用目的の範囲内で正確かつ最新の内容に保つよう努め、適切な安全

　　管理措置を講じます。

　・スクール選手及び保護者の個人情報は、保護者の方のご同意をいただいた上で、適切に管理・運用

　　いたします。

　・個人情報取り扱い後、運営上不要な情報については速やかに削除をおこないます。

■個人情報の収集 

　・当スクールでは申込の際、それぞれの活動に必要となる個人情報(選手・保護者の名前、ご住所、

　　電話番号等)をご提供いただいております。

　　ご提供いただいた個人情報は適切かつ慎重に管理します。 

■個人情報の利用形態 

　・当スクールの運営に関する事項にのみ利用し、ご本人の同意なくして他の目的に流用する事は

　　ございません。

　・スクール活動を通して撮影された写真・動画などについては、今後のパンフレットやホームページ

　　の制作において利用させて頂く場合がございます。

　・当スクールからの連絡や学年間の連絡において、申込書の内容、及び、その変更連絡があった場合

　　変更情報などを基に、利用させて頂く場合があります。 

■個人情報の第三者への開示 

　個人情報は以下に該当する場合を除き第三者に開示することは一切ありません。

　・法令及び警察、裁判所等の公的機関からの開示の要求があった場合。

　・情報開示について、保護者の方に同意を頂いた場合。

　・当スクールホームページでの写真・動画

■著作権について

　・当スクールが発行する機関誌などの著作権は、当スクールに帰属します。

　　尚、写真や文章など個人で撮影または作成されたものはその著作権者に帰属します。

　・著作権法で認められている場合を除き、著作権者の許可なく文章や画像、データなどの一部または

　　全部を利用することは禁止いたします。

　・各新聞社・雑誌などから提供同意いただいた記事に関しては、それぞれの著作権により守られます。

■肖像権について

　・当スクールが主催する行事にて撮影された写真や映像などの肖像権は、当スクールに帰属します。

　　尚、スクールとして参加した行事の肖像権は主催者に帰属します。

■免責事項

　・当スクールにて扱う情報の内容に関しては万全を期しておりますが、その内容の正確性及び

　　安全性を保証するものではありません。

　・当スクール利用者がホームページ等に掲載されている情報によって被った損害、損失に対して

　　一切の責任を負いません。

 

■プライバシーポリシーの改訂 

　当スクールでは、法令の変更等に伴い、当スクールプライバシーポリシーを変更することがあります。

　最新の情報は、当スクールホームページでご確認ください。



麻生ラグビー・スクール　校則　改正版 平成29年4月16日

第１条（名称および事務所）　本校は、麻生ラグビー・スクールと称し、事務所を幹事長宅におく。 　４．総会は、本校の最高議決機関であり、次の各号に掲げる事項を審議し、決定する。

　　(1) 幹部、幹事、会計監査人の選出　　　　　(4) 本校則の改正

第２条（目的）　本校は、ラグビー・フットボールを通じて、「次代を背負う若者づくり」をテーマ 　　(2) 事業報告および事業計画案　　　　　　　(5) その他の必要事項

　　　　とし、心身ともに健全な少年を育成することを目的とする。 　　(3) 会計報告および予算案

第３条（事業）　本校は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 第13条（コーチ会）

　１．原則として、毎日曜日の午前中に練習する。 　１．コーチ会は、コーチ全員で構成する。

　　　ただし、天候不良時、年末年始および春、夏に練習休みを設けることがある。 　２．コーチ会の召集は校長が行い、その議長は校長があたるものとする。

　２．練習試合および各種大会に参加する。（この場合、日曜日の午前中だけに限らない） 　３．コーチ会は、原則年２回の定例会の他に、校長が必要と認めた場合に適宜開催する。

　３．３年生以上の生徒による合宿を行う。 　　　またはその構成員の２分の１以上の要請がある場合に開催される。

　　　ただし、低学年の希望者は条件を設けた上で参加を認めることがある。 　４．コーチ会は、次の各号に掲げる事項を審議し、決定する。

　４．コーチの親睦と指導技術の向上を目指した「コーチソサイティ」を組織する。 　　(1) 幹部、幹事、会計監査人の推薦　　(4) 本校則の改正案

　　　また、本校生徒の母親を中心として「レディース・クラブ」を組織する。 　　(2) 事業企画案　　　　　　　　　　　(5) 細則に規定された事項を含む、その他の必要事項

　　　ただし、活動に関する一切の費用は個人負担とする。 　　(3) 予算案

　５．小学部は「麻生ラグビースクール」として神奈川県ラグビーフットボール協会（以下、県協会）

　　　に登録し活動を行う。 第14条（幹事会）

　　　中学部は「神奈川ＤＡＧＳラグビースクール」として県協会に登録し活動を行い、 　１．幹事会は、幹部と幹事によって構成する。

　　　本校はそれを補助する。 　２．幹事会の召集は幹事長が行い、その議長は幹事長が当たるものとする。

　６．その他の事業。 　３．幹事会は、原則として年4回の定例会の他に、校長が必要と認めた場合に適宜開催する。

　　　またはその構成員の2分の1以上の要請がある場合に開催される。

第４条（生徒の入校資格および入校申込み） 　４．幹事会は、次の各号に掲げる事項を審議し、決定する。

　１．本校の生徒となりうる児童は、原則として麻生区近郊に居住する幼児から中学生までの 　　(1)練習、試合、および合宿などに関する企画を含む事業企画案　　　(4）本校則の改正案

　　　児童とする。 　　(2)生徒の指導方法案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5）その他の必要事項

　２．本校に入校を希望する児童は、本校所定の申込み書および健康調査書に必要事項を記入し、 　　(3)コーチ人事案

　　　校長宛に申し込むものとする。同時に入校金と校費を共に所定の口座に振り込むものとする。

第15条（幹部会）

第５条 (コーチの入校手続き) 　１．幹部会は、幹部で構成する。

　１．本校のコーチを希望する者は、本校が定めるコーチ心得やコーチソサエティ規約に同意した上 　２．幹部会の召集は校長が行い、その議長は校長があたるものとする。

　　　で所定の申込み書に必要事項を記入し、コーチソサエティ宛に申し込むものとする。 　３．幹部会は、原則として毎月１回の定例会の他に、校長が必要と認めた場合に適宜開催する。

　　  同時にコーチソサエティ会費を所定の口座に振り込むものとする。 　　　またはその構成員の２分の１以上の要請がある場合に開催される。

　２．コーチの指導学年や担当業務は、幹事会の同意を得て、校長が委嘱する。 　４．幹部会は、次の各号に掲げる事項を審議し、決定する。

　　　コーチは、校長の命を受け、生徒の指導に当たる。 　　(1) 事業企画案　　　　　(5）指導方法案　　　　　 　　(9) 幹部会の運営案

      親としてコーチ又はサポートコーチになる場合、子供が２年生までは同一学年が担当できる。 　　(2) 予算案　　　　　　　(6）総会の運営案　　　　　　(10）本校則の改正案

　　(3) コーチ人事案　　　　(7）コーチ会の運営案　　　　(11）その他の必要事項

第６条（役員）　本校に、次の各号に掲げる役員を置くことができる。 　　(4) 役員人事案　　　　　(8) 幹事会の運営案　　

　１．幹部は､校長1名､副校長3名､幹事長1名､副幹事長3名､県協会普及育成委員会の競技･事業

　　　・ｺｰﾁ担当ﾁｰﾌ及び麻生RS出身のDAGS校長又はGMで構成する。 第16条（会議の定足数と議決）

　２．幹事は、県協会委員を兼務する評議、競技、レフリー、コーチ、事業、広報・普及、安全対策 　１．総会は、構成員の３分の１以上の出席で成立し、議事は出席者の過半数によって決定する。

　　　女子､ジュニア委員のチーフと各学年チーフコーチおよび記録･書記､用具担当チーフで構成する。 　　　ただし、幹部たる地位の喪失に伴う人事については、出席者の３分の２以上の多数による議決を必要とする。

　３．会計監査人は２名。 　２．本校生徒の父母は、総会に出席し、意見を述べることができるが、定足数と議決権については、

　４．校長は神奈川ＤＡＧＳラグビースクールの顧問に就任する。 　　　これを１人とみなす。

　３．コーチ会、幹事会、幹部会の各会議は、構成員の2分の1以上の出席で成立し、議事は出席者の

第７条（役員の選出） 　　　過半数によって決定する。

　１．幹部、幹事、会計監査人は、総会において選出される。

　２．中学部コーチは神奈川ＤＡＧＳラグビースクールのコーチ・役員に就任する。 第17条（会計年度および運営費）

　１．本校の会計年度は、毎年４月１日より翌年３月31日までとする。

第８条（役員の任務） 　２．本校の運営費は、入校金、校費、合宿費および寄附金をもって、これに当てる。

　１．校長は、本校を代表し、総会の決定に従って校務を統轄する。 　３．入校金は、1,000円とする。ただし、納付された入校金の返却には応じない。

　　　また神奈川ＤＡＧＳラグビースクールの顧問として中学部の運営に関与する。 　４．校費は、１カ月1,500円とする。

　２．副校長は、校長を補佐し、校長の事故あったときには、その職務を代行する。 　　　校費は、原則、毎年４月から翌年３月までの１年度分を４月１５日までに一括納入とする。

　３．幹事長は、会計監査人およびその他の役員の協力を得て、本校の運営に必要な事項を処理する。   　　年度途中での入校者は、入校月の翌月分から当該年度末の3月分までの校費を一括納入とする。

　４．副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長の事故あったときには、その職務を代行する。 　　　ただし、途中退校時には納入済み校費の内、退校月の翌月分以降の校費相当分を返却する。

　５．幹事は、校長の命を受け、担当の校務にあたる。 第18条（退校）

　６．会計監査人は、会計を監査し、定期総会にその結果を報告する。 　１．本校生徒あるいはコーチに著しく校則に反する行為があった場合、もしくは本校の運営の主旨に

　　　著しく反する行為があった場合､コーチ会の議に基づいて当該違反者を退校させることができる｡ 

第９条（役員の任期） 　２．前項の場合を除き、本校から退校を希望する生徒は保護者を通じて、校長に申し出るものとする。

　１．役員の任期は、１年間とする。ただし、再任を妨げない。 　　　コーチは所属学年チーフコーチを通じて、校長に申し出るものとする。

　２．補欠による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 第19条（細則）

　事業を遂行し、校務を処理するために必要な細則は、幹事会の議に基づいて別に定める。

第10条（名誉校長） 附則　この校則は改正日から施行する。

　１．本校は、幹部会の議を経て名誉校長をおくことができる。 以上

設立日　昭和54年 4月 8日

第11条（諮問委員） 改正　　昭和63年 5月15日、平成 1年 5月14日、平成 2年 5月13日、平成 3年 5月12日

　１．本校は、幹部会の議を経て諮問委員をおくことができる。 　　　　平成 4年 5月 2日、平成 5年 4月18日、平成10年 4月26日、平成14年 4月13日

　２．諮問委員は、校長や幹部会から諮問された特命事項について真摯に対応する。 　　　　平成16年 4月18日（副校長２名から３名、監事１名から２名）

　３．諮問委員の任期は、諮問内容の終了時までで、原則、1年を越えない。 　　　　平成17年 4月17日（第14条退校）、平成18年 4月16日（第3条レディース・クラブ設立）

　　　　平成23年 4月17日（第3条の県協会登録及び第5､6､7条の中学部に関する事項を追加）

第12条（総会） 　　　　平成25年 4月14日（第3条コーチソサイティ設立、副幹事長２名から３名）

　１．総会は、役員、コーチおよび本校生徒の保護者によって構成する。 　　　  平成27年4月12日 (コーチの入退校、スクール運営の会議体の改廃)

　２．総会の召集は、校長が行い、その議長は校長が当たるものとする。 改定　  平成28年4月10日 (第4条入校資格を幼児からに、第5条親ｺｰﾁ追記

　３．定期総会は、毎年度１回開催し、臨時総会は、校長が必要と認めたとき、 　　　　　　　　　　第6条幹部に県協会競技･事業担当ﾁｰﾌ､DAGS校長を追加、幹事に用具担当を追加)

　　　または、構成員の３分の１以上の要請がある場合に開催する。 　　　  平成29年4月16日 (幹部に県協会ｺｰﾁを追加）



麻生ラグビー・スクール　細則（20170326改正版）20170326幹事会承認修正版

（練習場所および時間）

１．練習場所は、小学部は主として日大稲城Ｇ、中学部は日体大健志台等にて行うものとする。

２．練習時間は、原則として、日曜日の午前９時から１１時までとする。

３．月２回、原則第２・第４土曜日の午前９時から１１時まで、日大稲城Ｇにて小学部の基礎練習を

　　行う。ただし皆勤賞の対象外とする。

（服装）

４．生徒は練習時には、天候や気温に対応してＴシャツ、ジャージ、パンツ、ストッキング等を着用し

　　運動靴を使用する。さらに安全対策としてヘッドギアを用意する。

５．対外試合に出場する生徒はスクール指定の服装を着用し、３年生以上はスパイクを用意する。

６．スクール指定のジャージは半袖柿色と赤紺のリバーシブルタイプで名前（ひらがなとローマ字）

　　と背番号（入校順）がプリントされます。パンツは白色、ストッキングは白地に赤２本線です。

７．スクール指定のジャージとヘッドギア及びストッキング等は、下記のシンコースポーツへ

　　直接購入の申し込みする。

　　TEL:045-442-3990 FAX:045-351-8900 ﾒｰﾙ:info@shinko-sports.co.jp　HP: http://www.shinko-sports.co.jp　

８．コーチが練習時に着用するジャージ等は、各自で用意する。ただし、対外試合や公式行事に

　　参加する場合、スクール指定のジャージとビステならびにネクタイとエンブレム等を着用する。

（生徒心得）

９．練習日または試合の前日は充分な睡眠をとる。

10．練習日または試合の当日は、かならず朝食をとってくる。

11．チームメイトや相手チームのメンバーを傷つけないよう、手足の爪をきれいに切っておく。

12．練習時間に遅れないように集合する。

13．練習場所または試合等の集合場所に到着した時、コーチ、保護者および友達にきちんと挨拶する。

14．練習場所、試合場および合宿などでは、コーチの指示にしたがい、勝手な行動をしない。

15．体調に異常があるときは、チーム・ドクター、コーチに申し出る。

16．登下校の際には車に気を配り、寄り道をしない。

17．試合のメンバーまたはリザーブに指名されたときは、体調に異常が生じた場合等を除き、かなら

　　ず参集する。

18．前記に参加できない理由が生じた場合には、できるだけ早く各学年チーフコーチ、又は担当コーチ

　　に連絡する。

(コーチ心得)

19．コーチは、「運営・指導方針」(2009年9月改正)に定められた『コーチ心得』の主旨を理解し、

　　各項目を遵守して生徒の指導にあたるものとする。

（合宿）

20．合宿は毎年７月または８月に、３泊４日程度の日程で行い、その費用については別途徴収する。

　　また必要に応じ、保護者の過半数の了解の上で臨時の短期合宿を実施することがある。

21．合宿に参加するコーチおよび保護者の費用は、各自が負担するものとする。

（保護者の協力義務）

22．保護者は、日大ﾌｪｽﾃﾊﾞﾙ・夏合宿・運動会・餅つき・卒業式をはじめとして、本校の事業および

　　運営に積極的に協力しなければならない。

（事故および保険）

23．生徒は、本校の負担においてスポーツ安全保険等（協会登録含む）に加入する。

　　コーチも生徒と同じスポーツ安全保険等に加入するが、保険料や登録料は各自が負担する。

24．活動中の軽微な事故については、コーチが応急処置をするものとし、それ以外の事故については、

　　役職者が保護者への連絡を含む適切な処置を講ずるものとする。

25．保険の補償対象とならない事故または保険の補償額を超える治療費については、各保護者が負担

　　するものとする。

（経費）

26．コーチおよび役員の試合等に参加するための交通費は、本校が負担する。

27．合宿等の準備費用、県協議会等の交通費などについては、合理的な費用または通常の交通機関利用

　　の実費を支出する。その他については、幹部会の議に基づいて本校が負担すべきか否かを決定し、

　　幹事会の承認を得るものとする。

28．役員の会合に伴う費用については、小額の会議費を除き、原則として各自の負担によるものとする。

29．スクール運営に伴う連絡通信費、印刷費などの経費は、合理的な額を予算に計上するものとする。

30．中学部については神奈川ＤＡＧＳラグビースクールに校費等から必要経費を支払う。

（交際費および慶弔）

31．グランド借用先、協会関連行事、交流スクールの周年行事やその他の行事に対する交際費の支出の

　　可否と金額等については、幹部会で協議のうえ決定し、幹事会の承認を得るものとする。

32．本校生徒および保護者ならびにコーチおよび家族に慶弔があった場合は、「慶弔の内部規定」に

　　基づき慶弔費を支払う。

　　それ以外の慶弔事については幹部会が協議のうえ決定し、幹事会の承認を得るものとする。

（その他）

33．年度中の役員の転勤や退校などに伴う後任人事については、幹部会で協議の上、決定し、

　　幹事会の承認を得るものとする。　

34．中学部については、別途、神奈川ＤＡＧＳラグビースクールの細則によるものとする。

（改廃）

35．この細則の改廃は、幹事会の議に基づいて行う。

（施行期日）

36．この細則は、昭和62年7月5日から施行する。

　　改正　昭和62.08.02　昭和63.05.15　平成01.04.23　平成02.04.22　平成03.04.28

　　　　　平成04.05.02　平成05.02.20　平成14.05.26　平成19.05.20  平成19.09.02

　　　　　平成23.04.17　平成24.09.23　平成27.03.28　平成27.04.12　平成29.04.16



麻生ラグビースクール　コーチソサエティ規約　改正版

2013.09.01、2015.12.02修正、20170625改正

設立目的：麻生ラグビースクールが掲げるスローガン『次代を背負う若者作り』の実現のため

スクールの活動に積極的に参加し、かつ円滑に行うことを目的に、麻生ラグビー

スクールコーチの活動と交流を支える会として設立する。

１．コーチソサエティ会員資格

（１）麻生ラグビースクールのコーチ（中学部を除く）に就任し、試合・行事等に参加する。

（２）会費を納入していること。

（３）スクール開校日に会員は、グランド内で走ることが許される。

（４）県協会主催のスタートコーチ・安全・レフリー等の講習を受講する。

２．会費

    会費は、年度末の３月初めに次年度分を一括して指定口座へ送金またはチーフコーチが集金

　　して納入する。

　　ただし登録料や保険掛け金の変動に合わせて見直す。（2015年登録費2,000円会費2,150円）

　　（１）Ａ型　 6,000円　（22歳～64歳）

　　（２）Ｂ型　 3,850円　（65歳以上）(コーチ会費免除)

　　（３）Ｃ型　 免    除　（学生）

　　注１）Ａ型内訳はJRFU登録費2,000円＋ｽﾎﾟｰﾂ保険1,850円＋ｺｰﾁ会費2,150円＝6,000円

　　注２）中途入校のコーチ会費は、９月末まで全額、12月末まで半額、１月からは免除とする。

３．役員

　　会　　長：麻生ラグビースクールの校長が兼務する。

　　事 務 局：副校長・幹事長・副幹事長のいずれか1名ないし2名が兼務し、当会の運営全般を

　　　　　　　担当する。

　　会　　計：事務局を兼務しなかった副校長・幹事長・副幹事長が兼務し、当会の入出金(会費の

　　　　　　　徴収・催促を含む)を担当する。

　　会計監査：統括副校長が兼務する。

　　役員は、３月末を年度末として収支報告を作成し、会員に報告する。

４．役員の任期および改選

　　任期を２年とする。改選は奇数年度のコーチソサエティ総会をスクール総会に合わせて

　　開催し、役員は会長の指名により、登録コーチの過半数の承認により選出する。

５．入会・退会

　　入会は、コーチソサエティ会員（麻生ＲＳコーチ）が推薦状を校長に提出し、承認した場合。

　　退会は、本人の自由であるが、退会の旨を事前に会長に報告すること。

６．会費の使用目的

　　（１）ＪＲＦＵ登録費とスポーツ保険加入費

　　（２）備品購入、通信費、印刷費

　　（３）会議運営費、慶弔費

　　（４）公的行事、公的試合における経費の補填

　　（５）その他当会の運営に必要と認められる支出

７．活動

　　（１）麻生ラグビースクール公認コーチとしての指導。

　　（２）コーチとしての練習・試合参加、コーチ会の開催。

　　（３）県協会主催の講習会などへの参加。

　　尚、活動に伴う交通費は麻生ラグビースクール規定による。

８．規約の改正

　　本規約の改正は、登録コーチの3分の2以上の賛成をもって承認されることとする。

９．特記事項

　　上記の委細およびその他の事項は、麻生ラグビースクール役員が協議し会長判断とする。

改正履歴

2015年：2.会費の登録料改定に伴う内訳修正

2017年：1.コーチ資格に中学部を除くを追記、2.会費の注２暫定措置の削除、中途入校者の費用追記

　　　　3.役員の事務局と会計担当者に副校長追加

以上



麻生ラグビースクール校長兼コーチソサエティ会長 三浦 幸宏 殿 

 

コーチ入校申込書 

２０１  年  月  日 

 

  ﾌﾘｶﾞﾅ                ローマ字表記（大文字） 

１．氏名：                                       

 

 （□    年／幼稚園の父・母  □在校生なし ） 

 

２．生年月日：西暦       年   月   日  満   歳 

 

３．住所： 〒    -     

                                            

 

４．連絡先：自宅電話：    -     ‐    

携帯電話：    -     - 

メールアドレス：                              

 

５．勤務先：                            

 

６．希望担当学年：     年   ⇒       年を担当とする。 

 

７．ラグビー経歴：                                   

 

８．入校理由：                                     

                                            

 

誓約書 

私         は麻生ラグビースクールの校則、細則、コーチ心得及びコーチソサエティ

の規約を十分理解し、コーチとして生徒の指導を行うことをここに誓います。 

また、本承認後に麻生ＲＳコーチソサエティに加入し、会費を納入します。 

以上 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

上記の者をコーチとして  □ 承認する。   

下記の理由により     □ 承認しない。 

：                                           

西暦 ２０１  年  月  日    校長  三浦 幸宏     
○
印   

 

書類の流れ  本人 →  チーフコーチ → 校長 → 保険担当 → 幹事長 →本人 

受領日                              

スポーツ保険加入手続き：   済 ／ 手続き中    その他 

 



麻生ラグビースクール校長 三浦 幸宏 殿 

 

コーチサポート推薦状 

２０１  年  月  日 

 

  ﾌﾘｶﾞﾅ                ローマ字表記（大文字） 

１．氏名：                                       

 

 （□    年／幼稚園の父・母  □在校生なし ） 

 

２．生年月日：西暦       年   月   日  満   歳 

 

３．住所： 〒    -     

                                            

 

４．連絡先：自宅電話：    -     ‐    

携帯電話：    -     - 

メールアドレス：                              

 

５．勤務先：                            

 

６．希望担当学年：     年   ⇒       年を担当とする。 

 

７．ラグビー経歴：                                   

 

８．推薦理由：                                     

                                            

 

推薦者：   年／幼稚園チーフコーチ：         

 

誓約書 

私         は麻生ラグビースクールの校則、細則、コーチ心得及びコーチソサエティ

の規約を十分理解し、コーチサポートとして生徒の指導を行うことをここに誓います。 

 

以上 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

上記の者をコーチサポートとして  □ 承認する。   

下記の理由により         □ 承認しない。 

：                                           

西暦 ２０１  年  月  日    校長  三浦 幸宏     
○
印   

書類の流れ  本人 →  チーフコーチ → 校長 → 保険担当 → 幹事長 →本人 

受領日                              

スポーツ保険加入手続き：   済 ／ 手続き中    その他 



２００８．４．１．施行 

２００９．９．６．改定 

 

 

 

麻生ラグビースクール 

運営・指導方針 

 

～次代を背負う若者づくり～ 

～子供・親・コーチ三位一体!!～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 三浦幸宏 

スクール運営担当 

技術指導担当 



麻生ラグビースクール コーチ心得 

≪コーチの義務と責任について≫ 

１．麻生ＲＳのコーチは、ボランティア精神に基づき、ラグビーというスポーツの指導を通じて 

   「次代を背負う若者づくり」を目指す。 

２．コーチに就任することを希望する者は、自薦・他薦を問わず麻生ＲＳの指導方針を理解 

   し、それを遵守することを宣誓していることが条件となる。また、正式なコーチ就任に際し 

   は、必須として既存のコーチからの推薦を受けた後、これらを勘案して校長が任命する。 

３．コーチの学年配属は年初に校長が委嘱するが、原則として、コーチ自身の子供が在籍す 

る学年の指導は担当しない。但し、校長が認める特別な事情がある場合には、２年生まで 

に限って特例を許すことがある。また、２年生までの低学年の子供が、親が傍らに居ないと 

不安で練習に専念出来ないような場合、当該学年のチーフコーチは、親がグラウンド内に 

入ることを認めることが出来る。その際、その親にも指導の一端を手伝ってもらうことがあ  

るが、あくまで正式なコーチとは峻別する。 

４．コーチに就任するためには、神奈川県協会が開催する「初心者向けの指導者研修」と「メ 

   ディカルサポーター研修」に参加することが前提条件となる。なお、日本ラグビーフットボ 

   ール協会が認定している「スタートコーチ」以上の資格取得が最も望ましい。 

   さらに、コーチとしてメディカルサポーターの資格を維持するために同研修を定期的に履  

   修しなければならない。因みに、メディカルサポーター資格は、3年毎の更新が必要要件 

   となっている。 

５．コーチは、担当する学年の子供達に的確な指導を施すため、原則、７０％以上の出席率を 

   維持して練習や試合等に参加しなければならない。なお、ボランティアとフェアプレーの精 

   神に基づき、コーチの出席率は自己申告とする。ただし、各チーフコーチは、適宜各コー 

   チの出席状況を把握し、子供たちの指導に支障が無いよう努めることとする。 

６．コーチは、麻生ＲＳとして一貫した指導方法を修得し、さらに指導  技術の高度化を目指 

   してコーチ研修会に必ず参加する。それに伴い、技術指導担当者は、各学年のレベルに 

   応じながらも、スクールとしての一貫した練習スタイルの維持に努めるべく、担当学年を超 

   えて練習指導のあり方を常に工夫・実現すべく、各コーチとの意見交換を積極的に行うこ 

   ととする。 

≪コーチ陣の運営について≫ 

毎年年度初めに学年毎の担当コーチを編成する。原則として持ち上がりとし、各学年にチー

フコーチとサブチーフコーチを設ける。（子供の居る学年を担当出来るのは特別な事情のケ

ースを除き２年生までとする。） 

1. 各学年コーチはチーフコーチを中心に「学年コーチ会」を定期的に持ち、年間指導方針を

定め、毎回の練習内容についても相互理解し、統一された指導を行う。 

2. 指導の具体的方法についても、コーチ間で良く話し合い、工夫された効果的方法で行う。 



3. 学年毎にコーチ会と親を交えた懇談会や相互交流の機会を年２回以上設け、相互の理

解を深め、子どもひとり一人の性格・環境等を十分把握し、その上で子供たちのレベル

にあった指導を行う。 

4. 各コーチは、各協会（関東・県・RS 委員会等）の研修会に積極的に参加し、自らも勉強し、

又、他のスクールの指導者と交流を深める。 

5. 指導に際しては、子供たちの安全を第一に考え、例えば、指導中にスパイクを履くことは

控えることとする。 

≪グラウンドでの指導について≫ 

6. 子供達の名前を必ず覚える。声をかける時はまず名前を。 

7. 練習は子供達の集中度、効果を考え、同一運動を長時間行わず、変化を与えて知らず

知らずのうちに、スキル・体力が身に付くよう工夫する（１パターン１５分～２０分程度）。 

    また、練習時間内で効率よい練習が出来るよう、予め練習メニューを決めておくことが肝 

    要である。 

8. 少なくとも３０分に１回は休息をとり、必要に応じて補水を行う（夏場は、15 分毎！）。 

9. 練習内容については、その目的と理論を噛んで含めるよう繰り返し説明し、理解させて

やらせる。 

10. 特に、４年生以上は、スキルの部分についてはその練習が、ゲームの中でどう意味をも

つのか、目的と効果を教え、どうしたら効果的か理解させる。 

11. 休憩時間以外はなるべく待ち時間を少なくするよう工夫し、目いっぱい動かせる。 

12. 生活の中で必要とされるマナー、団体生活の中での行動のあり方、仲間同志の励まし合

い・助け合い・協力するなど、ラグビー競技、スクールだからこそ教えることの出来る徳育

面での教育を積極的に実施する。 

13. どんなことでもよいから、1 日 1 回はすべての子供を褒める、あるいは励ましてやろう。ど

んな子供でも必ず良い処を持って居るはず。その長所を伸ばしてやろう。 

14. 自分の子供が在校生となっているコーチは、グラウンド内ではコーチとしての立場になり

きる。 

15. 基本プレー、基礎練習を充実させる為、ゲームを多く取り入れる。 

16. 定期的に体力測定を実施し、記録をフィードバックし、成長と向上を確かめ、更にチャレ

ンジさせる。 

17. ラインまでは常に全力疾走させ、越えたらトライ（倒れこんでトライ）。 

18. ５．６年は５～１０月の期間は雨天練習（大雨は中止）を実施する。 

19. 次の言葉に気をつけよう 

 『敵』と呼ばず『相手』と呼ぼう！ 

 『めくらパス』と呼ばず『無責任パス』または『ルーズパス』と呼ぼう！ 

 

以上 



2013 年 9 ⽉ 1 ⽇ 

⿇⽣ラグビースクール 

副幹事⻑ 牧野 義之 

⿇⽣ラグビースクール コーチの皆さんへ 

 

猛暑の続く中、スクール活動にご協⼒いただき、誠に有難うございます。 

さて、今年度も秋季交流戦、県⼤会、そして 6 年⽣はファイナルカップに向けて

の総仕上げの時期を迎えました。 

そこで、当年度の下期本格活動再開に際して、全コーチの皆様に下記の事項の確

認と徹底をお願い致します。 

1. ⿇⽣ラグビースクール 運営・指導⽅針の確認 

三浦校⻑が起案し、スクールとして 2009 年 9 ⽉ 6 ⽇に規定しております

⿇⽣ラグビースクール 運営・指導⽅針をコーチ全員で確認しましょう。 

特に、コーチ資格要件の⼀つであるメディカルサポーター資格を必ず県⼤

会出場学年コーチは取得しましょう。また指導⽅針に記載のある「⼦供た

ちのレベルにあった指導」、「練習内容を理解させたうえでの指導」、

「褒めて育てる指導」がしっかりできているか確認をお願いします。中で

も、練習内容を理解させたうえでの指導については、スクール⽣はもちろ

んですが、ご⽗⺟にもどのような練習を実施しているか、チーフコーチ、

技術指導コーチはきちんと説明を致しましょう。 

2. あいさつの励⾏ 

練習開始の挨拶、終了時の挨拶はもとより、コーチも含めて⾃然にきちん

と挨拶することを励⾏しましょう。 

3. 練習⽤具の整備 



練習⽇に練習⽤具をあわてて確認するのではなく、しっかりとした準備を

担当コーチはお願いします。また、ボールの空気の管理は、コーチが中⼼

となって対応ください。⼀⽅、練習⽤具の出し⼊れには、スクール⽣をう

まく使ってラグビーの練習の⼀環として⾃主性を育てる場にしてください。 

4. 練習時間 

残暑＝猛暑が厳しい時期です。全ての学年で 3 時間の練習は無理かと思い

ます。各学年で時間の管理、熱中症対策を⾏い、安全かつ効率的な練習を

⾏いましょう。 

5. 練習・指導の在り⽅ 

⿇⽣ラグビースクールの⽬標は、ラグビーというスポーツの指導を通じて   

「次代を背負う若者づくり」です。⼀⽅で、スクール⽣は、ラグビーの好

き嫌い、男⼥の別、ハンディキャップの有無の別なく、すべての⼦供を受

け⼊れ、それぞれの⼦供にあった指導をすることを最優先しています。そ

の上で、初めて「統⼀された指導⽅針に基づく指導」が出来ることを決し

て忘れないでください。このことは、スクール⽣のご⽗⺟にも⼗分理解を

得て頂くポイントかと思います。 

6. 指導における禁句 

-練習についてこれない⼦供に、「なんで出来ないの？」は禁句です。出来

ないことより、出来るように頑張る姿勢を褒めながら育てましょう。また、

⽣徒間の格差が⼤きい場合は、指導⽅法を分けるなどして対応しましょう。 

-しかり⽅にも注意が必要です。⼦供でも⼤⼈でも単に頭ごなしに怒られて

も理解しません。時に感情的に「こらっ！！」としかることもあるでしょ

うが、⼦供と気持ちが繋がっていなければ何の効果もありません。即ち、

コーチがその場その場でワイワイガヤガヤ怒鳴っても、⼦供たちに真意は

伝わらず、何の指導にもならないことが多々あります。指導者として⼦供



のことを真剣に考え、⼦供と真剣に対峙していれば、⼦供もそのご⽗⺟も

担当コーチの真剣さを理解し、⼀層練習に励むことと思います。 

-上記のことからも、指導において⼦供たちに「ばか」、「なんで出来ない

んだ」、「出来ないなら帰れ」など昔のスポーツ⻘春ドラマの熱⾎教師み

たいな発⾔をしながらの指導は厳禁です。特に、このことは⾼学年コーチ、

ラグビー経験者コーチは⼗分に認識ください。どのコーチの経験も⽇々研

究・向上⼼が無くなれば全く役に⽴ちません。その研究の機会を与えてく

れるのが、皆さんの⽬の前にいる⼦供たちなのです。このことを理解すれ

ば、絶対にこのような発⾔はないでしょう。繰り返します。⿇⽣ラグビー

スクールのコーチは、⼦供たちを指導するために、⼦供たちから沢⼭の機

会をもらって⾃⾝も成⻑する機会を得ていることを絶対に忘れないでくだ

さい。万⼀、それが理解できない⽅は、ご⾃⾝から退路を選択してくださ

い。 

 

最後に、ラグビーでも他のスポーツでも、そして、⼈⽣そのものも「楽しい」こ

とばかり、 

「⾟いことばかり」続くことはありません。しかし、どんなにつらい瞬間でも

「明るい気持ち」をもって頑張ることは出来ると思います。そのように、いかに

⼦供たちを指導するかを是⾮皆さんと⼀緒に考え、次世代を担う素晴らしい若者

を育成していきましょう。そう考えれば、おのずと充実した指導がなされると思

います。 

 

以上 
















































